
化学コース

今年度の理数休験授業化学コースは、色と同様、生徒が興昧鬨心を持ちや寸い香りをテー

マに実施した。舌りの元1,)子であり、その構造に共通の剖")があ0たり、構造の違いが

物質の香りという性質の違いにな0ていることを知0てもらうことを目的として10年前も

このテーマを扱0た。今年度は史に、天然委判・と人工香判の述いを実際のエッセンスなど

を剛いて比較Lたり、エステルの仲瀏で特有の芳香と消炎作用のある湿布薬として用いら

れるサリチル酸メチルの合成も行った。

授業の項目は以下の通りである。

1,フルーツジュースのにおいを調べる(鼻をつ主んだ場合、つま求ない場合)

2,香りの元は何?

3.喫覚の付才遍み

斗,天然委料と合成香料

(天然齊料;バニラ、ラベンダー、ラベンダー抽出液

人工番料;バニラエッセンス、メ塁ンエッセンス、松茸エッセンス)

5、バラの番りをレモンの香りに変える《実験 1》

6.酢酸エステル、プ虚ピオン酸エステルの会成《尖験2》

フ.サリチル陵メチルの合成艀謡武誹

8_香ηの分子の榊造

9,まとめ

湿布薬も香りの元も、
に作っちゃおう!

この際、一緒

理科・(化学0 溝 口

身近な食'1四)中にも香料が使用されていること、菜子材料で用いられるパニラエッセン

スは、天然香料のバニラから抽出されるバニリンを人工合成L、それを希釈したもの、な

ど、本校卒業生の山本麻由さん(20岬年度イグノーベル化学賞受賞;牛奨からバニリンを

合成)の研究も紹介しながら解説Lた。また、例年本校2年淡で実施している総合の学習

の時間「化学笑'剣に郭いて、天然霄料の抽出をテーマにした卒業生のサンプル(ラベン

ダーからの打1Ⅱ_1」物:7K隻気蒸留法、i品授法、有機溶剤法による)も用いて、香り成分仍抽

出方法や、天然の香りの成分は1種類ではないことなども触れた。今回の参加者は中学]

年1名、 2年9名、 3午4名と比較的商学佐〒が多かったが、分子桜"貨の逮いを挑造で'が男

tる場繭では、珂リ界度に大きく差が生じた。反面、特有の芳香がある滋布薬で有名なサリ

チル酸メチルを突際に合成寸る実験は、生徒には大変好評だ0た。最後に、テーやのネイ

ミングが受け入れやすかったのか、例年になくコース申し込み受村'初奨中にはほぽ定員に

逕した、
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